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中
城
村
民
一
万
七
千
人
突
破
!!

「子どもが描く未来の農業のアイデア」で最優秀賞

金城瑛杜（えいと）君アイディア日本一!

4月に完成予定の「保育所並びに子育て支援センター・児童館」（当間）の名称を募集した
ところ、多数の応募の中から審査の結果、比嘉修さん（久場）の「吉の浦保育所」、新垣海綺
さん（北浜）の「なかよし児童館」に決定しました。多数のご応募ありがとうございました。
吉の浦保育所は村立第1保育所と第2保育所を統合し、0才児6人、1才児18人、2才児24人、

3才児32人、4才児以上40人定員の、本村乳幼児保育の拠点となります。
併設される子育て支援センターは、子育て中の親子の交流等、地域の子育て支援機能の充

実を図り、子育ての不安等の相談や子どもの健やかな育ちを楽しく語
らう情報交換の場としてご利用ください。
なかよし児童館は、児童福祉法に基づく児童厚生施設であり、児童

（18才未満）が健全な遊びをとおして、健康増進や情操を豊にすること
を目的としています。地域に根ざし、親しまれる「吉の浦保育所」「なか
よし児童館」を多くの皆様にご利用いただきますようお待ちしています。

一
万
六
千
人
突
破
か
ら
３
年
余
り
で
の
千
人
増
加
達
成

人
口
増
加
率
は
豊
見
城
市
と
並
び
県
内
一

平
成
21
年
２
月
３
日
、
中
城
村
の
住
民
登
録
人
口
が
１
万
七
千
人
を

達
成
し
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
一
万
七
千
人
目
は
引
っ
越
し
で
中
城
に

転
入
し
て
き
た
双
子
姉
妹
の
姉
、
親
泊
優
さ
ん
。（
写
真
左
）

２
月
13
日
に
は
記
念
証
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、
一
万
七
千
人
目
の
姉

の
優
さ
ん
と
一
万
七
千
一
人
目
の
妹
の
純
さ
ん
（
写
真
右
）
に
記
念
証

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
浜
田
京
介
村
長
は
、「
少
子
化
が
叫
ば
れ
る
中
で
の
一
万

七
千
人
目
の
達
成
は
す
ば
ら
し
い
。
中
城
村
に
住
み
た
い
と
い
う
方
達

の
象
徴
だ
と
思
う
。」
と
一
万
七
千
人
の
達
成
を
喜
び
ま
し
た
。
ま
た
、

記
念
証
を
受
け
取
っ
た
２
人
は
高
校
受
験
を
控
え
、「
縁
起
が
よ
く
、

勉
強
も
頑
張
り
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
主
催
の
第
２
回
「
未
来
の
農
業
の
姿

ア

イ
デ
ア
募
集
」
で
、
中
城
小
学
校
北
上
原
分
校
２
年
の

金
城
瑛
杜
（
え
い
と
）
君
が
「
虫
が
つ
か
な
い
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
」
を
描
き
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
１
７
８
点
の
応
募
の
中
か
ら
、「
日

本
一
」
と
な
る
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
関
係
者
が
受
賞

を
喜
び
ま
し
た
。

金城君の作品は、学校
の授業でトウモロコシを
育てた体験から、虫がつ
かない、実もカラフルな
トウモロコシのアイデア
を描き、最優秀賞に選ば
れました。

祝祝

最優秀賞受賞で村教育長を表敬訪問

「吉の浦保育所」・「なかよし児童館」に決定！
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成
人
の
日
の
前
日
に
あ
た
る
１
月
11
日
、
吉
の
浦
会
館
で
平
成
21
年
成

人
式
が
行
わ
れ
、
２
６
８
名
の
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

会
場
は
久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た
旧
友
ら
と
連
絡
先
を
交
換
し
た
り
、
近
況

を
報
告
す
る
晴
れ
着
姿
の
新
成
人
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
仲
村
春
善
教
育
委
員
長
が
「
自
分
自
身
を
し
っ

か
り
持
ち
、
邁
進
す
る
こ
と
が
大
切
。
２
６
８
名
の
皆
様
が
村
・
県
を
担

う
人
材
と
な
る
事
を
願
う
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
浜
田
京
介
村
長
は
「
少
子
化
に
よ
り
、
若
者
の
力
は
社
会
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
一
人
一
人
が
可
能
性
を
信
じ
、
日
々
心
身
を

鍛
練
し
、
中
城
村
・
沖
縄
県
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
。」
と

新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
、
比
嘉
明
典
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
や
、
仲
村
た
つ
き
青
年

連
合
会
副
会
長
、
仲
座
包
子
教
育
委
員
か
ら
も
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

式
で
は
、
中
城
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
、
久
場
青
年
会
の
エ

イ
サ
ー
演
舞
が
あ
り
ま
し
た
。
中
城
村
教
育
委
員
会
が
制
作
し
た
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
で
は
、
中
学
時
代
の
恩
師
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
映
し
出
さ

れ
る
度
に
歓
声
上
が
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ

親
や
家
族
に
見
守
ら
れ
、
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
教
え
て
く
れ

た
先
生
方
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
社
会
人
と
し
て

の
気
持
ち
を
新
た
に
、
社
会
の
た

め
に
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
半
人
前
の
私
達
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
温
か
い
ご
指
導
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

伊 佐 啓 太

新成人268名の門出を祝う新成人268名の門出を祝う

平成21年 
中城村 
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中国天津市の児童19名が津覇小を訪れ、六年生と文化交流を
行いました。今回の訪問交流は、中国出身で村在住の張険峰さ
んの取り持つ縁で実現。
交流会では津覇小の生徒がエイサーを披露すると、天津市の

生徒が、バレエや、ピアノ、墨絵を披露しました。また、津覇
小の生徒が、中国から伝わった文化や歴史についても調べた事
を発表しました。訪問団の代表のイン・ピンさんは、「沖縄の
自然の美しさに感動しました。このような歓迎に感謝してい
る。」とあいさつしました。

中
城
北
中
城
消
防
本
部
で
出

初
め
式
が
１
月
６
日
行
わ
れ
ま

し
た
。

浜
田
京
介
管
理
者
や
そ
の
他

関
係
者
が
見
守
る
中
、
展
示
訓

練
が
行
わ
れ
、
ビ
ル
火
災
想
定

訓
練
や
、
救
急
展
示
訓
練
な
ど
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

し
、
関
係
者
か
ら
拍
手
と
歓
声

が
起
こ
り
ま
し
た
。

中国天津市の子どもたちと交流
1月21日、津覇小と中国天津市の児童が文化交流

中
城
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
租
税
教

室
が
開
か
れ
、
村
役
場
税
務
課
職
員
か
ら

税
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

児
童
は
、
税
金
が
な
く
な
る
と
ど
う
な

る
か
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
デ
オ
視
聴
な
ど

税
金
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
、
よ
り
一

層
税
に
対
す
る
意
識
を
深
め
ま
し
た
。

税の大切さについて学ぶ
1月14日、中城小6年生を対象に租税教室

第
37
回
新
春
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

行
わ
れ
、
２
km
、
３.

２
km
、
６.

３
km
で

親
子
連
れ
や
幼
児
、
小
中
学
生
ら
約
５
百

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
試
合
後
に
、
参
加

者
に
そ
ば
が
振
る
舞
わ
れ
、
協
賛
企
業
の

沖
縄
ホ
ー
メ
ル
が
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
参
加
者

に
無
料
で
提
供
し
ま
し
た
。

ピッタリ賞でるかな？
1月18日、新春トリムマラソン

訓練の成果披露
1月6日、中北消防出初め式

村
立
第
一
保
育
所
で
、
２
月

19
日
・
20
日
の
２
日
間
、
園
児

の
描
画
や
粘
土
で
作
っ
た
動
物

な
ど
の
保
育
作
品
展
示
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
は
自
分
で
作
っ
た
作
品

の
前
で
一
生
懸
命
親
に
説
明
す

る
か
わ
い
い
姿
が
見
ら
れ
、
子

ど
も
の
成
長
が
見
ら
れ
る
作
品

展
に
父
母
や
祖
父
母
が
熱
心
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

子どもの成長実感

2月19日・20日、第一保育所
作品展示会

人権作文で表彰

12月9日、人権作文コンテスト
賞状授与式

（トリムの部一位のみ報告）
2.0km、比嘉優子（1秒）
3.2km、玉那覇幹也（1秒）
6.3km、比嘉剛（ぴったり賞）

人
権
尊
重
の
重
要
性
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
沖
縄
県
大

会
が
行
わ
れ
、
応
募
総
数
７
５
８

９
編
、
入
賞
者
27
名
の
中
か
ら
、

中
城
中
学
校
か
ら
糸
数
未
来
（
み

く
）
さ
ん
（
３
年
）
が
優
秀
賞
、
林

千
尋
（
ち
ひ
ろ
）
さ
ん
（
３
年
）
が

奨
励
賞
に
選
ば
れ
、
賞
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
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むら
の話題

Topics

★

★

★

★

★

青
少
年
育
成
村
民
会
議
が
主
催
し
た
親
子
体
験
学
習
に
、
親
子
50

名
が
参
加
し
、
ガ
イ
ド
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
歴
史
の
道
を
歩
き

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
と
参
加
し
た
奥
浜
大
策
君
、
貫
太
君
兄
弟
は
、

「
楽
し
か
っ
た
。
疲
れ
な
か
っ
た
し
、
ま
た
い
き
た
い
」
と
疲
れ
も

見
せ
ず
、
元
気
よ
く
答
え
ま
し
た
。
参
加
し
た
父
母
は
「
新
垣
の
石

橋
や
文
化
財
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
中
城
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
再

発
見
で
き
た
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
親
子
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

中
城
村
老
人
文
化
作
品
展

示
会
が
２
月
８
日
吉
の
浦
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

手
工
芸
品
や
生
け
花
、
木

工
芸
品
か
ら
農
産
物
等
、
３

０
０
点
が
展
示
さ
れ
、
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
の
日
頃
の
活
動

成
果
が
一
堂
に
展
示
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

毎
年
出
展
作
品
が
増
え
、

三
線
な
ど
、
素
人
と
は
思
え

な
い
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え

に
来
場
者
が
、
感
心
し
た
様

子
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
一
回
新
春
書
き
初
め
大
会
が
１
月
10
日
に
開
催
さ

れ
、
村
内
在
住
の
小
中
学
生
約
１
１
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
の
比
嘉
和
枝
さ
ん
は
、

「
村
内
在
住
の
小
中
学
生
が
一
つ
に
な
っ
て
活
動
す
る
場

を
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
作
っ
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
、

本
大
会
を
来
年
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

大
会
後
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
達
が
も
ち
つ
き
を
行
い
、

つ
き
た
て
の
お
も
ち
が
児
童
ら
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
金
賞
の
み
報
告
し
ま
す
。

【
金
賞
】一年

　
な
か
ま
つ
　
み
る
　
津
覇
小

二
年
　
ぎ
ま
　
ゆ
う
き
　
　
津
覇
小

三
年
　
比
嘉
　
杏
樹
　
　
　
中
城
小

四
年
　
新
垣
　
愛
美
　
　
　
津
覇
小

五
年
　
與
儀
　
み
ち
る
　
　
津
覇
小

六
年
　
新
垣
　
文
香
　
　
　
津
覇
小

中
学
　
岩
本
　
健
吾
　
　
　
興
南
中

村内の児童生徒ら一堂に
1月10日、第一回新春書き初め大会

歴史の道を親子で歩く
2月15日、「はんた道」を歩く親子体験学習活動の成果ずらり

2月8日、中城村老人文化作品展示会
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村
税
の
全
期
前
納
に
よ
る
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る

納
税
者
へ
の
お
知
ら
せ

平
成
21
年
度
か
ら
個
人
村
県
民
税
及
び
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
全
期

前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
制
度
廃
止
に
よ
り
、

全
期
前
納
に
よ
る
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
納
税
者
へ
、
平
成
21
年

度
以
降
の
振
替
方
法
確
認
の
ご
案
内
で
す
。
対
象
者
へ
は
、
別
途
『
振
替

方
法
確
認
の
案
内
』
を
送
付
致
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
証
の
切
替
え
は
お
済
み
で
す
か
？

◆
国
民
健
康
保
険
証
の
表
示
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

平
成
21
年
度
の
保
険
証
更
新
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
保
険
税
を
３
月
２
日（
月
）ま
で
に
完
納
し
た
世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
し
い
保
険
証

を
３
月
中
旬
以
降
に
ご
自
宅
に
宅
配
し
ま
す
。

◎
納
期
を
過
ぎ
て
納
付
さ
れ
る
世
帯
、
未
納
の
あ
る
世
帯
は
３
月
13
日（
金
）３
月
31
日

（
火
）ま
で
に
国
民
健
康
保
険
の
⑥
番
窓
口
で
保
険
証
の
切
り
替
え
を
致
し
ま
す
。

尚
、
保
険
税
が
完
納
で
き
な
い
世
帯
は
納
付
相
談
後
の
切
り
替
え
と
な
り
ま
す
。

中
城
村
で
は
皆
様
の
権
利
の
支
援
用
と
し
て
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
を
作
成
し
ま
し
た
。

家
族
で
よ
く
話
し
合
っ
て
、
自
分
の
気
持
ち
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
臓
器
提
供
を
強
要
す
る
も
の
で
は
な
く
意
思
表
示
を
し
た
く
な
い
方
は
、
記
入
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
国
保
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

村
役
場
福
祉
保
険
課
　
国
民
健
康
保
険
係

TEL
８
９
５
―

２
１
３
１
（
２
５
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

平
成
20
年
度
の
保
険
料
の
納
期
は
平
成
20
年
７
月
か
ら
平
成
21
年

２
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

保
険
料
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
御
確
認
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

納
付
書
、
納
付
相
談
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
窓
口

ま
で
連
絡
下
さ
い
。

保
険
料
の
年
金
か
ら
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
！

※
平
成
20
年
度
保
険
料
の
軽
減
措
置
に
よ
り
、
10
月
の
年
金
か
ら
の

天
引
き
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
被
保
険
者
の
皆
様
は
、
平
成
21
年
度

の
保
険
料
の
徴
収
は
７
月
・
８
月
・
９
月
は
普
通
徴
収
、
10
月
か
ら

は
、
年
金
か
ら
の
徴
収
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
中
城
村
役
場
　
後
期
高
齢
者
医
療
担
当

TEL
８
９
５
―

２
１
３
１
（
内
線
２
５
５
）

※
な
お
、
口
座
振
替
変
更
届
が
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
電
話
で
の
変

更
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
口
座
振
替
（
前
納
・
期
別
）

の
取
り
扱
い
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
村
役
場
税
務
課
TEL
８
９
５
―

２
１
３
１（
内
線
２
４
３
）

後期高齢者医療制度からのお知らせ ◆
制
度
廃
止
後
も
一
括
の
全
期
前
納
振
替
を
希
望
す
る
方

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
報
奨
金
制
度
は
廃
止
で
す
が
、
一
括

の
全
期
前
納
に
よ
る
振
替
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
１
日
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
退
職
医
療
制
度
の
対
象
者
が
65
歳

未
満
に
な
る
こ
と
に
伴
い
有
効
期
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
世
帯
員
を
有
す
る
世
帯
主
が
年
度
内
の
有
効
期
限
内
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行

す
る
方

■
65
歳
到
達
に
よ
り
退
職
被
保
険
者
か
ら
一
般
被
保
険
者
に
切
替
わ
る
方

『
再
交
付
』
が
必
要
に
な
る
の
で
、
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
期
別
振
替
へ
変
更
を
希
望
す
る
方

電
話
連
絡
に
よ
る
変
更
受
付
、
又
は
口
座
振
替
変
更
届
を
送
付
い
た
し

ま
す
。
中
城
村
役
場
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
必
ず
14
日
以
内
に
届
出

国
保
に
加
入
す
る
と
き

●
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
と

き
●
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

●
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

●
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

●
ほ
か
の
市
町
村
に
転
出
し
た
と
き

●
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

●
国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き

●
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
と
き

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ

た
と
き
（
75
歳
に
な
っ
て
対
象
に
な
っ
た
と
き
は
届
出
不
要
）
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原
材
料
価
格
高
騰
対
応
緊
急
保
証
制
度
　
申
請
受
付
中

原
材
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
経
営
環
境
が
悪
化
し
、
必
要

事
業
資
金
の
円
滑
な
調
達
に
支
障
を
来
し
て
い
る
中
小
企
業

社
で
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
第
４
項
第
５
号
で
定

め
ら
れ
た
指
定
業
種
に
該
当
し
、
か
つ
次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
に
当
て
は
ま
る
中
小
企
業
者
。

※
指
定
業
種
が
２
月
27
日
か
ら
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

【
要
件
】

イ．

最
近
３
か
月
間
の
平
均
売
上
高
等
が
前
年
同
期
比
マ

イ
ナ
ス
３
％
以
上
の
中
小
企
業
者

ロ．

製
品
等
に
係
る
売
上
原
価
の
う
ち
20
％
以
上
を
占
め

る
原
油
等
の
仕
入
れ
値
が
20
％
以
上
上
昇
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
製
品
価
格
に
転
嫁
で
き
て
い
な

い
中
小
企
業
者

ハ．

最
近
３
か
月
間
の
平
均
売
上
総
利
益
又
は
平
均
営
業

利
益
率
が
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
３
％
以
上
の
中
小

企
業
者

【
申
請
方
法
】
左
記
の
必
要
書
類
を
揃
え
企
業
立
地
・
観
光
推

進
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

①
認
定
申
請
書
　

②
確
定
申
告
書
の
写
し

③
登
記
事
項
全
部
証
明
書
　

④
直
近
の
決
算
書
　

⑤
村
・
県
納
税
証
明
書

【
期
間
】
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】
企
業
立
地
・
観
光
推
進
室

TEL

８
９
５
―

２
１
３
１
（
内
線
３
０
１
）

【
緊
急
相
談
窓
口
】

沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
中
小
企
業
課

TEL

８
６
６
―

１
７
５
５
　

沖
縄
県
信
用
保
証
協
会

TEL

８
６
３
―

５
３
０
２

村
商
工
会
（
幸
喜
良
男
会
長
）
が
、

「
新
春
村
民
の
集
い
」（
村
・
商
工
会
共

催
）
の
余
剰
金
16
万
円
余
を
寄
附
し
ま

し
た
。

浜
田
京
介
村
長
は
「
新
春
の
集
い
や

城
跡
の
無
料
開
放
、
復
興
を
Ｐ
Ｒ
し
た

電
飾
な
ど
商
工
会
の
協
力
に
感
謝
す

る
」
と
述
べ
、
今
回
の
寄
附
を
新
し
く

創
設
す
る
人
材
育
成
基
金
に
組
み
込
む

考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

商
工
会
が
「
新
春
村
民
の
集
い
」
の
余
剰
金
16
万
円

青
少
年
の
育
成
の
た
め
に
寄
附

琉
米
歴
史
研
究
会
（
喜
舎

場
静
夫
理
事
長
）
が
12
月
18

日
、
中
城
村
役
場
を
訪
れ
、

琉
球
国
惣
絵
図
の
複
製
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

浜
田
村
長
は
「
旧
間
切
時

代
の
中
城
が
載
っ
て
い
る
貴

重
な
絵
図
。
大
切
に
管
理
し

た
い
」
と
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

「
心
身
と
も
に
健
康
」
で
「
確

か
な
知
性
」
と
「
豊
か
な
人
間

性
」
を
育
み
、
激
動
変
化
の
社

会
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
村
民

の
育
成
を
目
標
に
、
村
学
力
対

策
向
上
推
進
実
践
発
表
会
が
２

月
７
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

実
践
発
表
で
は
、
中
城
小
学

校
５
年
２
組
の
英
会
話
活
動
の

授
業
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
た
、
学

力
向
上
対
策
の
取
組
に
つ
い

て
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
家

庭
地
域
の
分
野
か
ら
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
特
別
講
演
で
は
、
「
子

育
て
応
援
・
読
み
語
り
講
演
」

と
題
し
、
高
見
知
佳
さ
ん
が
講

演
し
ま
し
た
。

貴
重
な
間
切
時
代
の
絵
図
寄
贈

学力の向上に向けた
実践発表会を開催



村職員給与等のあらまし（概要版） 村職員給与等のあらまし（概要版） 平成2１年度　村民税・県民税（住民税）の改正について 

　公的年金受給者の納税の利便性を向上するため、平成２１年１０月支給の年金から、公的年金に係る所得に対する住民税のお支
払い方法が変わります。  
　公的年金を受給されていて、住民税の納税義務者は、現在、納期の都度に役場や金融機関等に出向き、窓口で納税していただい
ていますが、今回の制度導入により、住民税が公的年金から特別徴収（天引き）されることになります。 

公的年金からの特別徴収（年金天引き）の導入 

　平成21年4月1日現在、65歳以上の公的年金の受給者及び住民税の納税義務のある方で、かつ年額１８万円以上の老齢基礎年金
又は老齢年金、退職年金等を受給している方（介護保険料の特別徴収と同様）です。※障害年金や遺族年金、個人年金は対象とな

◎対象者 

　厚生年金、共済年金、企業年金などを含む全ての公的年金等に係る所得額に応じた税額が特別徴収（天引き）されますが、公的
年金以外の収入（給与所得等）がある場合、その分に係る住民税は別途普通徴収または給与からの特別徴収となります。 

◎対象となる税額 

　平成２１年１０月支給分の公的年金から特別徴収（天引き）が始まります。 

◎実施時期 

　例：平成22年度に公的年金等に係る所得から算出される税額が「10,000円」の場合の徴収方法 

　例：平成２１年度に公的年金等に係る所得から算出される税額が「10,000円」の場合の徴収方法 

◎徴収方法 

※平成21年度（初年度）は、「普通徴収でご本人で納めていただく分」と、「各年金定期支給時に特別徴収される分」があります。 

※平成22年度（前年度に引き続き特別徴収の方）で、その収入が公的年金等に係る所得のみの場合は、普通徴収でご本人に納めていただく分がなく
なり、全額が特別徴収（仮特別徴収）となります。 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

平成21年 

詳しくは中城村役場　税務課までお問い合わせください。 
　　　　ＴＥＬ　895－2131（内線240番・241

平成22年 
11月 12月 1月 2月 3月 

特別徴収10月（1,800円） 特別徴収12月（1,600円） 特別徴収2月（1,600円） 

普通徴収第1期（3,000円） 普通徴収第2期（2,000円） 

特別徴収6月（1,600円） 特別徴収8月（1,600円） 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

平成22年 平成23年 
11月 12月 1月 2月 3月 

特別徴収10月（1,800円） 特別徴収4月（1,600円） 特別徴収12月（1,700円） 特別徴収2月（1,700円） 

～広報なかぐすくへ広告を掲載しませんか？～ 

　 興南施設管理 株式会社 

快適な生活環境づくりに奉仕する技術集団 

代表取締役社長　屋　良　　学 

〒901-2114  沖縄県浦添市安波茶一丁目6番5号 
TEL（098）877-7269　FAX（098）878-6566

※この広告枠は1号サイズです 
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村職員給与等のあらまし（概要版） 村職員給与等のあらまし（概要版） 村職員給与等のあらまし（概要版） 
1.ラスパイレス指数の変動 （各年4月1日現在） 6.特別職の報酬等の状況 （平成20年4月1日） 

7.定員の状況（部門別職員数の状況） （各年4月1日現在） 

2.職員の初任給の状況 

※県の初任給は特例減額処置を受けた後の額です。 

※H17.4.1集中改革プランにおける基準日 

注）紙面の都合上概要版となっております。その他の内容はホームページにおいて公表していますご参照下さい。 

（平成20年4月1日） 

3.職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成20年4月1日） 

4.職員手当の状況 （平成20年4月1日） 

5.職員の期末・勤勉手当の状況 （平成20年4月1日） 

（注）ラスパイレス指数は、地方公共団体の一般行政職の給料額と国の行政職俸給表(－)の適
　　用職員の俸給額とを、学歴別、経験年数別にラスパイレス方式により対比させて比較演算
　　したもので、国を100としたものです。 

（注）町村特別職の給料等の基準額は、沖縄県町村特別職給与等基準設定審議委員会が沖縄
　　県町村会からの諮問に基づき、平成19年1月（平成１8年度基準）に答申されたものです。  
　　（この基準額は人口13,000人から18,000人未満の町村規模を想定して算出） 

中城村 

給
　
　
料 

報
　
　
酬 

一
　
般
　
行
　
政 

特　　別 

行　　政 

普通会計計 

公　　営 

企　　業 

等 

会　　計 

合　　　　　計 

665,900円 

 6月期 1.60月分 
12月期 1.70月分 
計 　3.30月分 

 6月期 1.70月分 
12月期 1.75月分 
計 　3.45月分 

539,400円 

H17.4.1廃止 

506,000円 

754,000円 

610,000円 

573,000円 

－ 

264,000円 287,400円 

219,000円 244,600円 

203,000円 226,000円 

村　長 

123 (▲11) 115 (▲1) 115 ( - )

3 ( - ) 2 (▲1) 2 ( - )議　　会 

22 (▲2) 20 ( - ) 20 ( - )総　　務 

9 ( - ) 10 ( 2 ) 10 ( - )税　　務 

7 (▲1) 7 ( - ) 7 ( - )農林水産 

－ － － 商　　工 

5 (▲1) 6 ( 0 ) 11 ( 5 )土　　木 

24 (▲4) 23 (▲1) 23 ( - )民　　生 

7 ( - ) 7 ( 1 ) 6 (▲1)衛　　生 

77 (▲8) 75 ( 1 ) 79 ( 4 )小　　計 

27 (▲3) 24 ( 1 ) 25 ( 1 )教　　育 

27 (▲3) 24 ( 1 ) 25 ( 1 )小　　計 

104 (▲11) 99 ( 2 ) 104 ( 5 )

水　　道 6 ( - ) 5 (▲1) 5 ( - )

下　水　道 3 ( - ) 2 (▲1) 2 (▲1)

10 ( - ) 9 (▲1) 4 (▲5)そ　の　他 

19 ( - ) 16 (▲3) 11 (▲5)小　　計 

副村長 

収入役 

教育長 

議　長 

副議長 

議　員 一般行政職 
大学卒 

高校卒 

高校卒 

172,200円 

338,300円 

平均給料
月　　額

平均年齢
平均給料
月　　額

平均年齢

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計

平均給料
月　　額

平均年齢

44.3歳 325,113円 41.1歳 321,800円 42.10歳 

372,600円 50.0歳 284,679円 48.9歳 317,600円 48.3歳 

140,100円 

137,200円 

172,200円 

140,100円 

－ 

167,034円 

135,897円 

138,084円 現　業　職 

一般 
行政職 

現業職 

扶養手当 

住居手当 

6月期 

１２月期 

計 

役職段階別加算額 有 有 有 

通勤手当 

配偶者 13,000円 

借り受け 27,000円まで 

2.075月分 

2.275月分 

4.35月分 

－ 

－ 

－ 

2.075月分 

2.275月分 

4.35月分 

1.40月分  

1.60月分  

3.00月分  

0.750月分 

0.750月分 

1.50月分  

2.150月分 

2.350月分 

4.50月分  

1.40月分  

1.60月分  

3.00月分  

0.675月分 

0.675月分 

1.35月分  

2.075月分 

2.275月分 

4.35月分  

所有　2,500円(5年)

バス等 運賃相当額 

自家用車  
2,000～24,500円 

16～22歳の子 
1人につき5,000円加算 

子等　　6,500円 
同 

同 

同 

92.8 93.9 95.1

93.7 93.7 93.9

区　分 区　　分

区　　　分

中　城　村

給料等月額

職員数　※（　）内は対前年増減数

部　　　門 平成17年 平成19年 平成20年

期末手当

町村特別職の
給料等の基準額

区　　分 中城村 国 県

区　分

中城村

項目

期

末
・
勤

勉

区分 支給内容

区　　　　　分
中　　城　　村 国 県

国の制度

国 県

平成17年

ラスパイレス指数 ラスパイレス指数 ラスパイレス指数

平成18年 平成19年

県市町村平均 

扶養親族（配偶者、
22歳に達する日以
後の最初の3月31日
までの間にある子、
60歳以上の父母等）
のいる職員に支給 

住居を借り受け、又
は所有している職員
に支給 

通勤距離が2km以
上で、バス等を利用
している職員に支給 

広報ななかぐすくかぐすく No.155 (2009.3.19) 8
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介介護護シシリリーーズズ
1133

介護に困っていませんか？「介護保険」を
活用して、介護サービスを受けましょう！

皆さんの身内や隣近所の方に、介護を必要としている方はいませんか？「膝が痛くて家事が出
来ない」「体力がなく家に閉じこもっている」「家族に認知症（物忘れ）の方がいて目が離せない」
など、本人やご家族が困っているということはありませんか？
『介護保険』は、介護が必要な方に対して必要な介護サービスを提供することが出来ます。サー
ビスを受けるためには、申請をして、要介護認定を受ける必要があります。要支援 1・2、要介護
1～5の認定が下りれば支援計画を立てて下記の介護サービスを受けることが出来ます。

※
介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
他
に
も
福
祉
用
具
貸
与
・
購
入
、
住
宅
改
修
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
中
城
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
介
護
保
険
に
関
す
る
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
】
福
祉
保
険
課
介
護
福
祉
係
中
城
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

TEL
８
９
５
―

２
１
３
１
（
内
線
２
６
１
・
２
６
０
）

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
要

介
護
状
態
の
悪
化
防
止
・
改
善
を

目
的
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
基
本

的
に
中
城
村
内
の
方
し
か
利
用
出

来
ま
せ
ん
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

「
通
い
」
を
中
心
と
し
て
、
利

用
者
の
様
態
や
希
望
に
応
じ
、

「
訪
問
」
や
「
泊
ま
り
」
を
組
み

合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

中
城
村
に
は
『
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
い
な
ほ
』
が
あ

り
ま
す
。

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

認
知
症
の
高
齢
者
が
５
〜
９

人
程
度
で
共
同
生
活
を
送
り
な

が
ら
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中

で
日
常
生
活
の
支
援
や
機
能
訓

練
を
受
け
ま
す
。

中
城
村
に
は
『
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
い
な
ほ
』
が
あ
り
ま
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

介
護
老
人
福
祉
施
設

（
常
に
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で
は
介
護
が

出
来
な
い
方
が
対
象
の
入
所
施
設
）

介
護
老
人
保
健
施
設

（
病
状
が
安
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
重
点
を
お

い
た
介
護
が
必
要
な
方
対
象
の
入
所
施
設
）

介
護
療
養
型
医
療
施
設

（
急
性
期
の
治
療
が
終
わ
り
病
状
は
安
定
し

て
い
る
も
の
の
、
長
期
間
に
わ
た
り
療
養
が

必
要
な
方
が
対
象
）

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス（
要
介
護
１
〜
５
の
方
）

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス（
在
宅
で
利
用
）

◆（
介
護
予
防
）
訪
問
介
護

◆（
介
護
予
防
）
訪
問
看
護

◆（
介
護
予
防
）
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

◆（
介
護
予
防
）
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

◆（
介
護
予
防
）
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

◆（
介
護
予
防
）
短
期
入
所
生
活
介
護

な
ど
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　 沖縄環境企画株式会社 

総合水処理業 
水と環境の調和を目ざす 

代表取締役社長　大　城　憲　和 

本　社／那覇市字真地183番地 
電話（098）831-9939

支　店／南風原町字新川98-1
電話（098）889-3110
FAX（098）888-0346

ISO 9001 
認証取得 

地
域
の
お
ま
わ
り
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
る
、
津
覇
駐
在
所
の
福

原
安
弘
警
部
補
が
、
３
月
を
も
っ
て
定
年
退
職
す
る
。

福
原
警
部
補
は
、
津
覇
駐
在
所
勤
務
の
２
年
７
ヶ
月
、
毎
月
ミ
ニ

広
報
「
防
犯
灯
」
を
作
成
し
、
地
域
の
防
犯
意
識
の
高
揚
に
努
め
た
。

又
、
毎
朝
、
津
覇
小
前
で
の
「
朝
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
運
動
」
や
、「
美

ら
チ
ム
パ
ト
ロ
ー
ル
」
な
ど
継
続
し
た
治
安
維
持
活
動
で
昨
年
県
知

事
賞
を
受
賞
。

写
真
撮
影
を
お
願
い
す
る
と
、
40
年
間
の
勤
務
生
活
を
支
え
て
く

れ
た
妻
の
富
子
さ
ん
も
一
緒
に
と
、
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
達
と
制
作

し
た
「
シ
ー
サ
ー
君
」
の
立
て
看
板
の
前
で
、
仲
良
く
パ
チ
リ
。

津
覇
駐
在
所
で
の
勤
務
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
敬
老
会
や
、
地
域

行
事
に
呼
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
地
域
の
方
が
明
る
く
接
し
て
く
れ
、

防
犯
活
動
に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
事
が
う
れ
し
い
」
と
話

し
、「
パ
ト
ロ
ー
ル
中
、
農
作
業
を
し
て
い
る
方
に
呼
び
止
め
ら
れ
、

も
ぎ
た
て
の
野
菜
を
い
た
だ
く
事
が
何
度
も
あ
っ
た
」
と
農
業
が
盛

ん
な
中
城
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。

「
中
城
村
は
私
達
夫
婦
の
第
２
の
故
郷
」
と
話
し
て
く
れ
た
福
原

さ
ん
。
２
月
28
日
に
は
、
福
原
さ
ん
の
引
退
を
惜
し
み
、
退
職
を
祝

う
感
謝
の
夕
べ
が
、
地
域
の
方
達
が
主
催
し
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

地域の安全見守ってくれてありがとう!!

津覇駐在所　福原安弘警部補
地域のお巡りさんとして親しまれる

福原さんが定年

探しています!!
中城村内で撮影された戦前・戦後の風

景や人物、景色・行事等、中城村の歴史・
文化を感じる貴重な写真を探しています。
写真をお貸しできる方は中城村役場企画
課までご一報下さい。

村役場企画課 電話895-2131（302）

村役場の業務時間が4月1日より変わります!

午前8時30分～午後5時15分

中
城
村
の
母
子
保
健
推
進
員
の
儀
間
勝
子
さ

ん
が
、
25
年
に
わ
た
り
、
母
子
保
健
指
導
事
業
、

相
談
事
業
に
積
極
的
に
携
わ
っ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
昨
年
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

受賞おめでとう!!

母子保健推進員の儀間勝子さん
厚生労働大臣表彰を受賞!

◎住民生活課での証明書（住民票謄本、抄
本、戸籍謄本、抄本、印鑑証明）の発行業
務に関しては昼食時間も行っております。

昼
食
時
間 

12
時
〜
13
時
を 

除
く
。 



中城村の人口 平成21年2月末現在

※（ ）内は前月との比較

（＋13）
（＋06）
（＋07）
（＋08）

17,008人
8,616人
8,392人
6,174世帯

人　口
男
女
世帯数
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中
城
村
で
は
、
財
政
収
入
の
確
保

お
よ
び
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
村
広
報
紙
「
広
報
な
か

ぐ
す
く
」
に
お
い
て
有
料
広
告
の
掲

載
を
平
成
19
年
度
よ
り
行
っ
て
お
り

ま
す
。
平
成
20
年
度
は
多
数
の
申
込

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
も
募
集
を
い
た
し
ま

す
の
で
掲
載
を
希
望
の
方
は
下
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
５
月
号（
５
月
20
日
発

行
）へ
掲
載
希
望
の
場
合

申
込
締
切：

４
月
17
日（
金
）

◎
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
要
項
等

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
覧
下
さ
い
。

不発弾とは、すでに安全装置が外され
ており、何らかの衝撃でいつでも起爆装
置が作動する状態にあることが予測され
る危険物です。
○不発弾を発見したときは?
不発弾には触れず、直ちに警察に通報
してください。

○不発弾を安全な場所に移動させてもいいか?
移動中に爆発する危険性があるので不
発弾は動かさないでください。

○発見した不発弾を最寄りの交番に届け
てもいいか?
大変危険であり、また不発弾を運搬する
と火薬類取締法違反になり、罪に問われ
ることもあります。（30万円以下の罰金）

【お問い合わせ】宜野湾警察署 TEL898―0110

不発弾発見時の措置 ◆平成20年度広報なかぐすく 有料広告募集◆

平成21年1月5日　法律施行

銃刀法改正

1回の発行につき
●1号（50mm× 88mm） → 5千円
●2号（50mm×180mm） → 1万円
●3号（150mm×194mm）→ 3万円
●4号（297mm×194mm）→ 5万円

お申し込み・お問い合わせ先
村役場企画課　TEL ８９５-２１３１（内線３０２）
ホームページ；http://www.vill.nakagusuku.okinawa.jp

Ｑ．剣とはどのようなものですか？
Ａ．ダガーナイフなど両側に刃が付いた刃物です。
Ｑ．法律が施行された時点で既に所持している刃渡り5.5cm以上の剣は？
Ａ．平成21年7月4日までに処分等してください。
Ｑ．具体的な処分方法は？
Ａ．警察に処分を依頼するか、又は輸出業者や廃棄業者に輸出
や廃棄を依頼してください。

Ｑ．平成21年1月5日以降に刃渡り5.5cm以上の剣を手に入れると？
Ａ．不法所持になり、罪に問われることになります。

刃渡り5.5cm以上の剣が所持禁止

詳しくは、警察庁ホームページまで
http://www.npa.go.jp/
宜野湾署 TEL 898－0110
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4
5

※
行
事
日
程
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

木

水

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

木

日

月

火

水

日

月

火

水

木

金

土

金

土

日

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

木

金

土

日

月

火

水

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

１歳６ヶ月児健診

婦人健診（伊舎堂公民館）

サッカー・硬式テニス大会（体協）

母の日コンサート（ジュニアオーケストラ）

浜・南上原・登又ふれあい事業

がじゅまる会

婦人健診（吉の浦会館）

奥間ふれあい事業

離乳食実習

当間ふれあい事業

ボウリング大会（体協）

北上原・伊舎堂ふれあい事業

ポリオ予防接種

乳児一般健診

浜・南上原・登又ふれあい事業

婦人健診（新垣公民館）

３歳児健診

婦人健診（和宇慶公民館）

当間ふれあい事業

歯科検診

奥間ふれあい事業

北上原・伊舎堂ふれあい事業

がじゅまる会

婦人健診（津覇構造改善センター）

壮年ソフトボール（体協）

BCG予防接種

昭和の日

固定資産税・軽自動車税を
納めましょう!!

5月は、固定資産税の第一期分と

軽自動車税の納期です。

納期内に納めましょう。



地
方
税
第
４
１
６
条
第
１
項
の
規
程
に

よ
り
、
平
成
21
年
度
土
地
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
固
定
資

産
税
の
納
税
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
縦
覧
日
時

平
成
21
年
４
月
１
日
〜
６
月
１
日

（
土
・
日
祝
祭
日
を
除
く
）

８
時
半
〜
17
時
（
昼
休
み
を
除
く
）

●
縦
覧
場
所

村
役
場
　
税
務
課
窓
口

※
縦
覧
に
際
し
、
身
分
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

児
童
生
徒
の
保
護
者
の
皆
様
へ

中
城
村
教
育
委
員
会
で
は
、
住
所
に
よ

っ
て
小
学
校
・
幼
稚
園
の
校
区
を
定
め
て

い
ま
す
が
、
保
護
者
の
諸
事
情
に
よ
り
指

定
校
・
指
定
園
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
請
書
等
に
つ
い
て
は
中
城
村
教

育
委
員
会
教
育
総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

中
城
村
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

（
中
城
村
民
体
育
館
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
８
９
５
―

３
２
７
６

【
加
入
資
格
】
中
城
村
に
住
所
を
有
す
る

者

【
加
入
掛
金
】
１
人
　
５
０
０
円

【
共
済
期
間
】
平
成
21
年
４
月
１
日
〜

平
成
22
年
３
月
31
日

（
４
月
１
日
以
降
申
込
の
方

は
、
申
込
日
の
翌
日
）

【
申
込
期
間
】
平
成
21
年
２
月
20
日
以
降

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
城
村
役
場
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
８
９
５
―

２
１
３
１

（
内
線
２
１
１
）

「
カ
レ
ー
を
作
ろ
う
！
星
座
を
見
よ
う
！

親
子
の
絆
を
深
め
よ
う
」

【
実
施
内
容
】
ア
ニ
メ
上
映
、
カ
レ
ー
作

り
、
星
座
観
測

【
日
時
】
３
月
28
日
、
13
時
21
時
半

【
会
場
】
北
中
城
村
「
あ
や
か
り
の
杜
」

【
参
加
料
】
無
料
（
定
員
30
組
60
名
）

保
護
者
同
伴

【
持
参
す
る
も
の
】
筆
記
用
具
、
軍
手
、

マ
イ
皿
、
マ
イ
コ
ッ
プ（
水
筒
）、

マ
イ
ス
プ
ー
ン
、
エ
プ
ロ
ン
、

上
着
、
で
き
る
方
は
ナ
イ
フ
も
。

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
屋
内

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

（
社
）
宜
野
湾
青
年
会
議
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
８
９
６
―

１
６
３
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８
９
６
―

１
６
４
５
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
塾

参
加
者
募
集

町
村
交
通
災
害
共
済
加
入

申
込
受
付
に
つ
い
て

中
城
村
教
育
委
員
会
が
指
定

す
る
就
学
校
の
変
更
申
請
に

つ
い
て

介
護
ベ
ッ
ド
の
重
大
製
品
事
故
に
係
る
注
意
に
つ
い
て

パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
（株）
製
の
介
護
ベ
ッ
ド
用
手
す
り（
管
理
番
号A

200800837

）

に
お
い
て
、
固
定
レ
バ
ー
部
に
衣
服
の
襟
が
引
っ
か
か
り
窒
息
状
態
と
な
り
、
そ
の

後
死
亡
し
た
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

固
定
レ
バ
ー
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
同
様
の

製
品
を
使
用
す
る
際
は
ア
ー
ム
を
固
定
し
て
利
用
し
、
取
扱
説
明
書
、
製
品
の
注
意

表
示
、
製
造
事
業
者
及
び
製
品
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
認
識
し
、
正
し
く
ご
使
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
製
品
の
使
用
の
際
に
、
不
具
合
や
不
安
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
製
造

事
業
者
又
は
販
売
事
業
者
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
※
な
お
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
介
護
ベ
ッ
ド
等
の
注
意
喚
起
に
関
す
る
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日
本
福
祉
用
具
・
生
活
支
援
用
具
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「U
R
L
http://w

w
w
.iaspa.gr.jp/

」

●
医
療
・
介
護
ベ
ッ
ド
安
全
普
及
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「U
R
L
http://w

w
w
.v-net.co.jp/bed-anzen/n_bed-anzen_index.htm

l

」

住宅用太陽光発電の御用命は信頼と実績の当社まで 

中城村商工会会員 ISO 9001：2000  ISO 14001：2004 認証取得 

　自然エネルギーとして注目されています太陽光発電システムで環境・経済性・
快適な生活をおすすめ致します。真心こめてお見積もり・提案作成致します。（無料） 
お気軽にお問い合わせ下さい。（補助金制度有） 

広報ななかぐすくかぐすく No.155 (2009.3.19) 14

学
校
給
食
費
の
改
定
に
つ
い
て

学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
は
、
食
材
価
格
の
高
騰

等
に
よ
り
村
立
小
中
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
（
預
か
り

保
育
）
の
給
食
費
が
、
平
成
21
年
４
月
よ
り

・
小
学
校
　
３
、
８
０
０
円
　→

　
４
、
１
０
０
円

・
中
学
校
　
４
、
３
０
０
円
　→

　
４
、
６
０
０
円

・
幼
稚
園
　
２
、
５
０
０
円
　→

　
２
、
８
０
０
円

に
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

今
後
も
安
全
、
安
心

で
お
い
し
い
給
食
を
安

定
的
に
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

の
う
え
、
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

※
納
め
た
給
食
費
は
？

保
護
者
の
皆
様
が
納
め
て
い
た
だ
く
学
校
給

食
費
は
、
全
て
食
材
費
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

調
理
場
を
運
営
す
る
た
め
の
調
理
員
等
の
人

件
費
、
維
持
管
理
費
、
水
道
・
光
熱
費
等
の

様
々
な
経
費
は
、
全
て
公
費
（
一
般
会
計
予
算
）

で
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
滞
納
を
無
く
そ
う

調
理
場
で
は
、
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
と
体

力
の
向
上
の
た
め
の
献
立
を
た
て
て
い
ま
す
が
、

予
定
通
り
の
給
食
費
が
入
っ
て
こ
な
い
と
材
料

費
に
支
障
が
出
て
、
献
立
に
も
影
響
が
で
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

充
実
し
た
給
食
を
子
ど
も
達
が
摂
る
た
め
に

給
食
費
の
滞
納
が
無
い
よ
う
保
護
者
の
ご
理
解

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆学校給食用基本物資売渡価格の推移

中城村北中城村清掃事務組合は、ダイオキシン類対策特別措置法及び大気汚染防止法に基づきごみ処
理施設「青葉苑」の排ガス測定調査を行いました。
その結果どの測定項目とも法令基準に適合していましたので報告します。

麺（沖縄そば）
（1kg）

（単位：円）

202.99

223.66

＋10.18%

牛乳
（200cc）

34.52

42.30

＋22.54%

米
（1kg）

325.82

332.57

＋2.07%

脱脂粉乳
（1kg）

414.75

598.29

＋44.25%

小麦粉
（1kg）

120.83

146.25

＋21.04%

試験（採取）日

検査項目

排ガス
ダイオキシン類

大気汚染防止法ダイオキ
シン類対策特別措置法

5.0以下毒性等量
ng-TEQ/m3N

平成20年4月17日

1号炉煙突

0.032

平成20年8月14日

2号炉煙突

0.081

平成11年度

平成20年度

平成11年度と平成20年度
の比較

排ガス測定結果と関係法令との照合
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